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「   

平成 12 年度の町の予算が、 3 月定例 議 
余 で決まりました。 

一般会計、 特別会計、 水道事業会計の 
予算総額はおよそ 166 億 2,700 万円となり、 
昨年度より 7.6 に減、 金額にして 13 億 6,600 
万円の減額となっています。 

減額の大きな 理由は、 岡靖 サンリーア 
イ 第 2 期施設整備が、 平成Ⅱ年度で 完了 
したためです。 
まちづくりの 基本的な計画であ る「 岡 

垣町 第 3 次総合計画」が 最終年度を迎え、 

いろいろな施策を 実現するための 予算が 

） 
盛り込まれています。 

では、 この予算の中で、 どのような ま 

ちづくりを進めていくのでしょうか。 予 

算の全体像とその 内容を紹介します。 
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特
 

お
 八
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止
 "
 

 
 

の
 

道
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      出 を ま歳破まで ひ さ まい 問 
らそ 」「 町す Ⅲ 会ち 一そ - ん せ た を 

、 「 い つ っ 事 る ま イ 役で   やる う         
、 見なぞ か 

    予 " の 小土 #1  #I 
節と事 ・ ず て 

いま ヰ を Ⅱ 力 Ⅰ メ ・ っ 、 つ を れ かり   
に すかが 

  
  

町
の
会
計
は
大
き
く
分
け
て
 

「
一
般
会
計
」
と
 5
 つ
の
「
特
別
 

会
計
」
と
「
 水
 ，
道
幸
業
ム
 
ぉ
 
@
 」
に
 

平成 l2 年 4 

  
 
 

 
 

ク
 

口
耳
目
 

ま
ず
予
算
苦
を
 

日
 

5
 2

 

見
て
み
よ
う
 !
 

月
 



 
 

  

貴
亜
 な
財
源
 

限
ら
れ
た
財
源
 

さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
 

る
た
め
の
原
資
と
な
る
「
成
人
」
は
 
、
 

下
の
 グ
ラ
フ
の
よ
う
な
財
源
が
挙
げ
ら
 

れ
ま
す
。
 

ま
ず
皆
さ
ん
が
納
め
る
 景
重
 な
「
 町
 

税
 」
は
、
固
定
資
産
税
の
評
価
枠
に
 ょ
 

り
前
年
よ
り
微
減
の
二
四
億
二
、
九
 
0
 

0
 万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
ず
。
 

地
方
自
治
体
の
財
源
不
足
を
補
う
 

「
地
方
交
付
税
」
は
、
微
増
で
二
八
億
匹
、
 

口
 0
0
 万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
「
繰
入
金
」
は
四
億
一
、
二
 
0
 

0
 万
円
、
「
 町
僚
 」
二
億
 ゼ
 、
 一
 0
 ①
 

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 岡
坦
 サ
ン
 

リ
ー
ア
 イ
 第
 2
 期
施
設
の
建
設
が
完
了
 

し
た
た
め
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
 

景
気
の
低
迷
や
法
人
税
の
減
収
な
ど
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  一       -           二 ，一 - 一 Ⅱ 拮 

に
ょ
 り
、
全
国
的
に
地
力
自
治
体
は
嫉
 

し
 い
 財
政
状
況
で
、
深
刻
な
財
源
不
足
 

に
直
 而
し
て
い
ま
す
。
 

岡
垣
町
で
も
、
町
税
や
地
方
交
付
税
 

の
 大
幅
な
増
加
が
見
込
め
な
い
状
況
な
 

の
で
、
基
金
の
繰
入
金
や
町
接
の
借
入
 

に
よ
り
て
予
算
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
 

が
 、
財
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
限
ら
れ
た
財
源
は
、
 

掘
駄
 な
く
 

有
効
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

で
は
次
に
 セ
 七
億
五
、
九
 0
0
 

万
円
 

0
 歳
人
を
元
に
 、
 田
は
今
年
度
ど
の
よ
 

う
な
こ
と
に
取
り
組
む
の
で
し
ょ
う
か
 
7
 

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
る
歳
出
の
 
一
 
、
 
丁
 

算
も
下
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
な
っ
て
 
い
 

ま
す
。
 

ど
の
よ
う
に
お
金
が
 

使
わ
れ
る
の
か
な
 ?
 

ま
ず
今
年
度
の
歳
出
の
う
ち
、
最
大
 

の
 偶
成
比
率
二
 
0
.
 
三
 ㍗
を
占
め
る
 

「
総
務
費
」
で
は
、
新
し
く
完
成
し
た
 

岡
垣
 サ
ン
リ
ー
ア
 イ
 第
 2
 期
施
設
の
述
 

ぽ
事
業
窃
や
国
際
交
流
協
会
、
情
報
公
 

開
 に
備
え
た
事
業
 雙
 、
戸
籍
情
報
の
電
 

簾
 シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
の
予
算
が
組
ま
 

れ
て
い
ま
す
。
 

次
に
高
い
構
成
比
率
を
占
め
る
「
 
民
 

主
賓
」
で
は
、
 
4
 月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
 

開
始
さ
れ
た
介
護
保
険
に
か
か
る
 
経
此
 

や
 障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
 運
官
 専
業
、
 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助
な
ど
、
 

高
齢
者
や
障
害
者
、
乳
幼
児
な
ど
幅
広
 

ぃ
 福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
予
算
が
組
ま
れ
て
 

い
ま
す
。
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増
洞
 

一般会計の内 訳 (. 単位 : 千円 ) 

  
    

  牌 
    計 般 全 -- 7,759,000  9,125,000   

国保 民険 廃業催事 0 2,822 0 0 0 2 2 7 3, 0 0 
9,000 0.4 

老人保健事業 3,700 ． 000  4 。 367,000  ム 667.000  A15   

特 

0  00 ム Ⅱ り ヰ ， 佐貫 宇 新付 築 資 事 余 等業 4.000 
コ 

計 二 

公共下水道事業 @ れ皿 0  l,l99,000  挺． 000  2.0 

  業業 農集 落 棄 瓜排 水 び 油事 399,000  393,000 6,000 15 

  水 道 車 集 会 計 1,260,000 632,000 628,000 994 

      A  l366,0 ㎝   ム Ⅰ     

[ 歳 入 ] 
その他 (414,000) 地方交付税 (2,844.000) 

地方特例交付金 (80,000) 

地方消費税交付金 

  
国庫支出金 (371,000) 

繰入金 (412.000) 町税 (2,429.000) 

二歳 出コ 

その他 (428,000) 

教育 俺 (1,275,000) 
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一
 

0
0
 

万
円
 

道
路
交
通
法
の
改
正
に
伴
い
、
 

6
 歳
 

「
教
育
費
」
で
は
、
地
域
に
開
か
れ
 

た
 学
校
を
日
指
し
て
山
田
小
学
校
の
校
 

舎
な
ど
改
築
を
行
 
う
 ほ
か
、
 戸
切
 小
学
 

校
 で
は
、
特
認
 
校
 制
度
を
設
け
特
色
の
 

あ
る
孝
枝
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
吉
木
学
地
保
育
所
の
開
設
や
 

、
 

公
民
館
の
運
営
な
ど
に
か
か
る
子
袋
 

が
 

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

「
土
木
賃
」
で
は
、
 

管
理
の
ほ
か
、
海
老
 
津
と
 一
二
ロ
 

に
 新
し
 

い
町
 常
住
宅
の
建
設
に
向
け
た
予
算
な
 

ど
を
組
ん
で
い
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
に
も
、
限
ら
れ
た
財
源
を
 

最
大
限
に
有
効
な
も
の
と
し
で
活
か
す
 

た
め
、
多
く
の
事
業
を
歳
出
の
予
算
に
 

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
 

で
は
、
今
年
暖
か
ら
新
し
く
始
ま
る
 

事
業
を
中
心
に
詳
し
く
紹
介
し
ま
ず
。
 

 
 

新
た
に
始
ま
る
 

主
な
事
業
 

二
億
二
、
 
0
0
 二
万
円
 

 
 

 
 

度
 。
岡
垣
町
で
は
県
内
㍗
市
町
村
か
ら
 

種
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。
 

レ
 

未
満
の
乳
幼
児
が
自
動
車
に
乗
車
す
る
 

場
合
に
、
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
た
チ
ャ
 

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
 

嫡
 大
ほ
つ
い
で
補
助
 

6
 行
い
ま
す
。
 

運
営
事
業
■
障
害
者
セ
ン
タ
Ⅰ
 

（
 
*
 

サ
 

  

六
 0
0
 万
円
 

在
宅
の
障
害
者
一
身
体
・
知
的
・
 

精
 

利
一
や
家
族
に
対
し
、
別
時
間
体
制
で
 

在
宅
 
介
誰
に
 
Ⅲ
す
る
総
合
的
な
相
談
に
 

応
じ
ま
す
。
 

ま
た
、
保
健
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
 

総
 

全
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
 

"
 

 
  

 

 
 

し
て
い
る
 

戸
切
 
小
学
校
は
、
校
医
外
か
 

、
 
ら
の
通
学
を
認
め
、
英
語
授
業
 

み
 
九
行
う
 

な
ど
特
色
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
行
っ
 

て
い
ま
す
。
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ア
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念
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リ
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イ
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を
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サ
館
ン
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間
ニ
 

岡
ナ
プ
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一
一
 

リ
オ
 

町
長
公
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円
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0
 

4
 

5
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%
 な
 ゎ
 

で
、
 

占
部
智
美
 

づ
 

圭 
企 

6 月 10 日 ( 上 ． ) に、 九州産業大学行 

画 
朋 九州産業高校と 福岡大学付属大 % 

調 高校、 九州 女 ・ ア ・高校と博多女子高校 

整 のバレーボール 招待試合を行います。 
係 4 校とも 強審 で、 白熱した試合が 展 
主 
任 

開されるでしょう。 
6 月 14 口 ( 水 ) には、 毎週日曜日午 

前 9 時から放送 TVO 「ばってん荒 

川のふるさとのど 圧埋 Ⅱの公開録画 
が行われます。 ゲストとしてⅠ無錫 

  

旅情Ⅰで有名な 尾形大作さんが 出演 

  

金、 苗こ ・ @                 " 一 "   
ぱの       

  世よ % 柁 ， １ ：   

  
      Ⅰ 

    
    

    
老朽化の進む 山田小学校の 校舎・ブー 

ル・給食 室 施設などを新たに 建で替えま 

す。 
新しい校舎は、 現在のプール 側になり 

ます。 工手は今年 7 月ごろから始まり、 
平成 13 年度中の完成をめざしています。 

その 糊 、 プールを始め、 運動場の・大半 

が使えず，現在山田小学校に 通っている 

児童の皆さんには 不自由をかけますが、 
甲申 

  快適で、 安全な素 謄 らしい校舎建設に 向 
谷 

けて関係者一同企 力 を傾けますので、 2  具 

らしくお願いいたします。 宏 

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
主
任
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向丘 
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  国   際 

●第 4 次総合計画策定事業 住宅 998 万円 図る 

交 

●囲垣サンリーアイ 施設管理運営費   た る   供給 3 ボ 意 2 0 2 月 月 め海 こ鼓 を党と月Ⅰ ム云 

上達 
●電算システム 開発費 

Ⅰ住居表示事業 
                      と 戒善 垣     

●国勢調査事業 万 ●遠賀郡 4 町合併任意協議会負担金 1,02] ‥ 390 万円 万円 営 住宅 水準 住 円   
  ●在宅介護支援センター 運営事業             1,406 万円 

●いこいの 里 施設管理運営費             6,063 万円 
  

    ●知的障害者デイサービス 事業負担金             849 万円       実施 設計も と合わ また   付 せ "  三山 ロ ス 

  ●健康・福祉まつり いて三司   
  ●特定地域開発就労事業                   … 6,662 242 万円 万 F     づ ⅠⅠ Ⅰ 甘   一 ・ⅠⅠⅡ「 ・Ⅰ百 一                                                 

  
ま 、 吉を   

●一丁溜池整備事業負担金             483 万口 
す 三県 行 

●農業 フ オーラム             69 万 F いま 古町： t 営主 

宮宰 す 
●各種イベント 事業 但 i  ク D  。 

( まつり囲垣・ 夏 まつりなど )" … ],760 万 P 
宅建   
0 % 

●観光関連工事 ト 基本舌 両 り 

( ふれあ い公園散策 略 整備など ) …… ],245 万口 

● 町道 維持・改良費             l 億 4,487 万円       

ノノ @ ノ /"    ,., ノ Ⅰ     ●都市計画街路整備事業             4,682 万円 

  ●絵のあ る街角づくし 事業             400 万円 
  

●消防施設整備工事   

( 車庫建設、 防火水槽設置など ) …… 3,990 万円 

●教育委員会基本構想策定事業             200 万円 

● ひ とづくし推進実践計画策定事業             263 万円   

●夢の体験 塾 事業             152 万円 

  ●家屋等鉱害復旧事業費             l 億 l,256 万円           

） 

（
用
語
解
説
）
 

⑨
地
方
交
付
税
⑨
 

国
税
の
う
ち
、
所
得
税
・
法
人
税
 

酒
税
，
消
費
税
・
た
ば
こ
税
の
一
定
 
割
 

合
の
額
を
 、
 国
が
地
方
公
共
団
体
に
交
 

付
す
る
税
で
す
。
 

地
方
公
共
団
体
の
白
土
性
を
損
な
わ
 

㌔
 
@
 
ん
 ・
 
-
 

ず
に
そ
の
財
源
の
均
衡
化
を
図
り
、
 
計
 

面
的
な
行
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
保
障
 

し
ま
す
。
 

⑥
繰
入
金
⑨
 

繰
入
金
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の
会
 

計
 開
一
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
）
 
や
 

基
金
の
現
金
移
動
を
表
ず
こ
と
で
す
。
 

岡
垣
町
の
一
般
会
計
の
 予
 ㌍
で
は
、
 

定
の
事
芋
を
実
施
す
る
た
め
や
歳
出
に
 

対
し
て
歳
入
が
不
足
し
た
場
合
に
 
、
財
 

源
を
調
達
す
る
手
段
と
し
て
、
過
去
に
 

積
み
立
て
を
行
っ
で
き
た
基
金
か
ら
 
繰
 

り
 入
れ
る
行
 う
 こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 
こ
 

れ
を
繰
入
金
と
言
い
ま
す
。
 

⑥
 町
債
 ⑨
 

地
方
公
共
団
体
が
行
政
運
営
を
行
っ
 

て
い
 く
 ぅ
 え
で
、
資
金
調
達
の
た
め
に
 

負
担
す
る
債
務
で
、
返
済
が
そ
の
年
度
 

以
降
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
 

臨
時
的
に
多
額
の
支
出
を
要
す
る
 
場
 

台
や
、
将
来
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
 
経
穏
 

を
 分
担
し
て
も
ら
う
こ
と
が
公
平
な
場
 

今
 に
は
、
何
億
を
財
源
と
す
る
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
 

町
 億
は
借
入
金
 

で
あ
，
 管
 -
 と
か
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l みんなには何もしであ @ 

でもらったね。 これから 

  思うけど、 お世話になっ 

持ちを忘れずに、 これか 

と、 涙ながらに話してい 

ブ られなくて、 逆に励まし 

いろいろなことがあ ると 

でいる皆さんに 感謝の気 

ももがんばって 欲しい。 」 

ました。 

  新たなる旅立ち ，未来を見つめて 

各中学校・各小学校卒業式 
各中学校の卒業式が 終わった 3 月           晴れ渡る 

） 青空の中、 内浦・吉木・ 海老 澤 ・山田・ 戸切 小学校 

総勢 337 人の卒業式が 行われました。 
戸切 小学校の卒業生は、 6 年間過ごした 学び舎に 
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有要員会海老 澤 小字 校 ( 教育英貝金内浦 

Ⅱ、 帯牡 ) ハ古廿 串 ヱ % 古木目全由 描 

 
 

 
 

  

  

 
 

母
の
家
 青
 ま
つ
り
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今回が 22 回目と言うことです。 
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「とくしやの 私書箱 」 は ．そんな願いを 
込めた読者のぺ 一シてす 。 

楽しかっにこと ，悲しかったことから 
地区の活動まで、 ま た 、 イラスト・ 串 コ 
マまんが・俳句・ 川柳などの作品もお 待 
ちしてし 蛙す 。 

  市井 尭 / 〒 81l-4233 岡垣町大字野間 697 
- l 岡垣町役揚地域振興 諜 ・広報「 ど く 

しやの私宅 箱 」 係 
Ⅹ応募はかきに @% 「住所・氏名 ( 紙上匿 
名も可 ) . 年齢・電話番号」をあ 忘れな 

く。 
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。 Ⅰ レ 上 り " 
高校 1 年付 

の中でバス 付 

サイフの中に 
座っていら つ 

りないのでぼ 
そうです。 ィヌ 

ることができ 
のか、 帰るな 

巨子 のとて 

  
んの温かさ感 6 きし 捷 。 

3 月 21 口の午後、 海老沖合 の バスの中でとても 
うれしく、 そして感謝したりでき 事があ り、 お礼 
を 申し上 @ たく ぺン をとりました。 
高校 1 年生の息子が、 終業式を終えて 帰るバス 

の中でバス代が 足りないのに 気づき 困 っていたら、 
サイフの中に 図 首巻があ りました。 それを近くに 
座っていらっしゃった 50 歳代の女性に「お 金が足 だり り そ な 、つで 。のすいで 国央 庁ぐ 券ひ をき 買受 ｜ っナ てて くく だ だ さ さ i l@ し 」 ノ ス と 頼 を 降 ん 

ることができました。 ほ ．子もよほどうれしかった 
のか、 帰るなりその 話をしてくれました。 

  色子のとった 行動にも驚きましたが、 その行動 

を受けとめてくださった 親切な女性に 感謝の気持 
ちでいっぱいです。 ロ ごろ、 子どもたちに「人に 
親切に」   とロ では言ってますが、 この日のでき 事 

- を 私たち家族、 そして 恵 、 子の友人たち、 私の回り 

の 人たちに伝えました。 
人 に親切にして 頂いた事が、 こんなにうれしく 

あ ったかが気持ちになれるのだと、 気づかせて 頂 
きました。 
  9 、 子にとっても、 これから 先 どんなに心強いで 

き 事になったかしれません。 本当にあ サ がとうこ・ 
ざいました。   

[ 原稿の提供は、 大角義信さん ( 高尾 リ 
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き
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  まものき わ やゆきん「 

里 チロ鉄也さん。 ， 9 歳・ 祖 " 肋 

今月のさわや ガ さんは、 ど くしゃの 投 
稿 により推薦された、 笑顔をたやさない 
野口さんの登場です。 

ナ 毎日の仕事はどうでヲガ ? 

昨年の 4 月に入社しで、 やっと 1 年経った と 

ころです " 

勤 通学の皆さんの 足 となり、 町の玄関口だと 

思い、 ， にしいですが - 生 懸命がんばっています。 

ナ 今、 一番充実している 時は ? 
やっぱり仕事をしているときですね。 

あ と、 各施設などを 回っていると・きに、 皆さ 

んとお話できる 時間です。 

ナ性格は ? 
人からは、 「おもしろい 人 」とか「気軽に 話 

し柚 Ⅱ ナら力 Ⅰ る 感じ」なと     吉 ・ わ ヵエます 0 

自分では、 責任感が強いほ う だと思っていま 

す 。 

ナ 今、 一番してみたいことは ? 

別府，辺りに 旅行 !. こ 行きたいです。 ぞ しで、                     

元や・温泉くほつかって、 ゆっくりしたいですね。 

( 駅長おすすめの 湯で…。 ) 

ナ 最後に自己 PR を 
今後も、 . R 海老津駅の野口をよろしくお 願 

いします。 気軽に声をかけでくださいね。 
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身近な生涯学習 

  の   

    """ Ⅰ """       
  

地方分権 一括法 ガ 成立し、 いよいよ本格的な「地方の 時代」 ガ 到来しま 出会い             

ヲ 。 より住みやすい 地域社会を実現するには、 そこに住んでいる 町民ガ知恵 ふれあ も・ )           

を 出し、 汗を流しながら 行政とのパートナーシリフ ( 協働 ) によるまちづくし 学び 愛   
を 推進していくこと ガ 必要です。 

    

これまでの自治公民館の 活動に加え、 自治公民館を 生活の拠点としていくための「 生 

涯 学習プロバラム」を 町民の皆さんとともに 開発して行きき ヲ 。 

この計画は 2 ヵ年で完成し、 今年度は地域でのさまざまな 現代的な課題や 要望を調査して、 新し 

い コミュニティ 形成の基礎資料づくりを 行います。 町民の皆様のご 協力をよろしくお 願いいたしま 

ヲ 。 

） 
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区 
民 
文 
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祭 
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自治公民館活動 
り 

▼給食サービス 体験 ▼自治公民館での 介護教室 
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内容も昨 
朕 初級 ) と 
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初級 ) 昼の 
        @ よ   . よ 

間 す仲間 認送取 に さ ま 現 軽 ・ 亘 十目語を号んでみませんか 回 
  回国一 い合 わので、 占が発 などの なお、 してく られて りに出 軽 日勤 納付し れて ぃ 納 す 。 所 の 件 輔出動 画一   中国籍 講度 7% 勅授 講 生臭 芙 /     
回     
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                        完納 た 画一             
申 参す決定ロ と ㈲ と記族と Ⅰ   

） 加科 し込み 。 庄市 兵員 原 こ ろかき禍胎のん 分食、 刀 さ束 京 
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ク山下上巳 正 ヒラ 芭拍官 呑 282 一 61 Ⅲ 
クい こ い の 型 ・社会福祉協議会 呑 283 一 2940 

ク 同上巳 サ コリーアイ %282 一 1515 
クシルバ一人材センター %282 一 4688 

ク 中央公民館 呑 282 一 0162 
ク 東部公民館 呑 282 一 0035 
ク 西部公民館 呑 282 一 7476 
ク 在宅介護支援センター 呑 282 一 5167 

ク 東部在宅介護支援センター %282 一 5103 

あ なたる養物し ろみま甘ルガ 
入 0 展 リ と 時 9 と 

場写示 l こ ま は   下   日垣 わ 億段 ら 新をお 
- 4 選回同 せ し 備 72 規 し か 

  道   指 

ンティアスタッフの 募集を行います。 
と き 8 月 2 日 ( 本 卜 - 6 日 ( 日 ) までの 

4 泊 5 日 コ 7 ー・ 

  
ところ 鹿児島県「種子島・ 屋久島」   
御つ位買ソ 

コ ； 応募資格中間市と 小学 4 年生 - 中学 遠賀郡に住んでいる 2 年生 ん 卍カ ナ @ ・・ と カ ン ピ @ 透ジ私 
募集人数 WD 人 フ、 ト 師ろわき 止 ・ 。 ブ Ⅲ ュだス 
参加費用 小学生 72.000 円 

中学生 76,0 ㏄ 円 
佗 ボランティア ズタッ刀 

トビ     
内 容 小・中学生団員の 世話 レ - 一 一 s レ 
応募資格 l8 歳以上の人   参加費用 実費 @ 個人負担 ) 

座 
  

                                ともに 
宇ン 

了 ・ バ乱 @  ン 主 ""                       ま %  二ン Ⅰ "@ @ l   応募方法教育委員会社会教育課に 置い プだ ア 」 を身 

応募 先 ・問い合わせ 

中間・ 遠 質地区「少年の 船」実行委               で @-@  す -c       
金一一一 宇 装 @ O 一   

貫合式谷勝 ( 〒 8 Ⅱ -4202  岡垣町 手     
偶 ""  @ し 一 -   オ ，て｜｜ ー 

｜、 午前しし ： 一口 口 @@ キウ キ L- 今 

野 563-1)282-6267 へ 会 午 な     " ビ           
今年も行います 
  

  通学合宿，夢の 体験 塾 」 
  

平成は年度の 通学合宿「夢の 体験 塾 」 

さ 
ほ 、 7 泊 8 日で 8 回実施します。 

この通学合宿は、 波津海岸の「若潮 荘 」 
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夫 5 月の納期 
Ⅰ "","   

大型 家庭ごみ収集日程 

「 Y@  Ⅴ     

  斡条 " う )" 
5 月上旬                       和紙 ちぎ D 絵作品展 

5 月下旬                 紙粘土人形教室作品展 

はがき 絵展   

（ ・偶数月一可燃性 ・奇数月一不燃性 
） 

有料シールを 添付してください ガ 

l 戸 一一 切 、                                                                   Ⅰ ノ     
さいまさ ま     
いてでいで 

  

" ゴールデンウイーク 一 中   困ったら         
水巻町 下 二酉 22,l-25 %20l-9999 

  
  

岸本歯科医院 診席 時間 : 午前 l0 時 - 午後 5 時まで < - ご 甘 し   だ Ⅱ る 

凍 竹河底 一一 沖 22l7-5 %293-8833     
しもかわ歯科医院 診療 時問 : 午前 l0 時 一 午後 5 時まで 1.'@ ,;; ・     

●固定資産税                                                                   Ⅰ期分 

●国民健康保険 税                                                       l 期分 

●国民年金保険料                                                       5 月分 

●保育 料                                                                               5 月分   5 月分 

、 / Ⅰ イ j 
し 

の 
税 夫 各種相談 
明 ●心配ごと相談…… ( 西部公民館 ) 12 日 ( 金 )   
る ( 東部公民館 ) 19 日 ( 金 ) . ( い こぃの 里 )   
築 ●行政相談…… ( いこいの 里 ) l2 日 ( 金 ) . 26 
い 日 ( 金 ) 、 l3: 30@  l6 :00 てる ●人権 30@  相談‥ l6:00 ( いこいの 里 )12 日 ( 金 @  仏 

●教育電話相談 ( 教育委員会内 ) 

交 呑 282-4884  《毎週 月 ・ 水 ・金曜日》 
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美 
佐 

丈 休日・夜間の 当 ョ 

遠賀郡消防署 容 293-1231 へ 

  ，乙ひら えてくれま lt 手 、 革 姐 す してもらえる 当肝はを ・ア人   

                                平成㎎年 4 月 25 日号 
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l そのうち 67 世帯は外国人世帯 

)))) ((((( )) 『 
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転入 -zl8f 大 転出・ -225 人 
まちの広さ                                       
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し
た
。
 

先
日
行
わ
れ
た
「
 
春
 ま
つ
り
」
て
も
 

地
域
で
何
か
し
よ
う
と
「
ゆ
う
れ
い
 坂
 」
 

付
近
の
桜
の
管
理
や
、
暖
房
器
具
の
貨
 

し
 出
し
な
と
さ
ま
さ
ま
な
協
力
を
頂
き
 

ま
し
た
。
 

ひ
と
つ
く
り
・
ま
ち
 
づ
 く
り
を
念
頭
 

に
お
き
、
地
域
の
活
性
化
、
町
の
活
性
 

化
を
願
っ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
努
力
を
 

し
、
 少
し
て
も
皆
さ
ん
の
役
に
立
つ
広
 

報
 細
作
り
を
目
指
し
て
か
ん
ぽ
ら
な
け
 

れ
は
と
再
確
認
を
し
ま
し
た
。
 乎

の
 ）
 


